
　　

【基本準備と行動】
□マスク着用と来校時を含め、生徒や他の講師が触れた物などに触った際は、こまめに消毒。
□体調に異変を感じた場合など「生徒配布用コロナの判断について」を読み、順守すること。

【授業の際の基本行動】
□授業中や休憩を含め、生徒がマスクをしているか必ず確認。
　マスクを持ってきていない場合は授業に参加できません。事務所の村山に報告すること。
□可能な限り「生徒同士の距離」「先生との距離」を保つようにする。
　子供は後ろに固まろうとしたり、友達同士で近い場所に座ろうとするが、必ず先生の指示のもと
　距離を保つためにも、指定された座席に着席させる事。
　※当日の人数により、より密を避けるよう席の変更を行う事。
　※上記を行い、移動させた席の生徒が遅れて授業にやってきた場合などは、入れ替わって座らせると
　　感染する可能性が高まります。空いている最も感染が防止できるであろう席へ座らせること。
□教室の換気扇が回っているか必ず確認。
　・２階、３階の各教室は教室照明の一番下のスイッチ
　・第５教室は２か所で換気。トイレの換気（扉を少し開けておく）と、講師室の奥の窓ガラスを開け、
　　換気扇のコンセントをつなぎ、換気扇を回す事。
　・事務所は２か所で換気。階段手前のスイッチ左側２つのスイッチをオンにすること。
　・２階の教室は、プラズマイオンクラスター（空気清浄）を必ずオンにすること（青ランプがつく）
　・第５教室では空気清浄機を必ずつける事。
□休憩ごとに窓を開け換気を行う事。生徒からの「寒い」という声が上がると予想されるが、
　上着を着させるなどして距離を保ち、できるだけ密集する廊下などへ移動させない事。
□休憩中は、「たむろして、密集しない」と指示し、距離を保つことを指示すること。
□授業終了後は、分散下校。
　・同じ時間に授業を終えると、階段の所、事務所付近で密集が発生します。
　　全ての業務に優先して、①帰宅の準備を教室でさせる②先生が先導して、生徒同士の距離を
　　保ち全員が教室を出る③事務所の所で、何か連絡のある者はこの場で、私に言ってくださいと
　　して対応し、その他の生徒は帰宅させる→塾建物外でたむろしている場合、厳しい態度で帰宅を
　　促す（指示に従わない生徒がいる場合は村山、もしくは野川先生を呼ぶ事）
　・各先生は、前に別のクラス（個別のグループ）がいないか確認し、密とならないよう、生徒を誘導。
□前半の授業担当で、次の授業がある場合は机・椅子の消毒をすること。
　・消毒液は各教室に完備。消毒液の補充は、事務所後方の倉庫。
　・その他ドアノブなど、生徒が触ったであろう場所の消毒を行う事。
□最終授業の場合は、上記消毒は行わなくてかまいません。
　・翌日の清掃担当者が消毒ならびに清掃を行います。
□廊下やトイレなどの共用部分は、宮城（女性）、野川先生（共用・男性）が定期的に消毒を行う事。

【事務所の所での食事について】
□食事の際に「友達との私語をしない事（話さない事）」を指示すること。
□写真の個別ブースでの食事が優先。

学びを結果に変える「コロナ感染防止行動手順」

塾内でのクラスターの発生を最大限防止すべく、下記の対応を講師の皆さんに課します。ご理解とご

協力をお願い申し上げます。 
 
 

・一人一人の「決められた業務をしっかりと必ずこなす事」が大切です。 

少しの気のゆるみから、クラスター発生という事態を招くと、通っていただいている生徒・保護者様、並

びに近隣の皆様に多大なるご迷惑をおかけすることはもちろん、塾運営が行えなくなり、皆様の雇用を

守ることが困難になる場合も予想されます。目に見えないウィルスだけに絶対はありませんが、完璧を

目指し、対応をお願いいたします。 



　・食事後、１階事務の者が、消毒作業を行い次の生徒を誘導すること。
　・カウンターの席を使用する場合は、一席開けて座らせること。
　・カウンターの所には対面で座っても飛沫が飛ばないようアクリル板が設置
　　されています。
　・他者の方を向いて食事中話すことが最も感染を広げます。注意すること。
★2021.01追記
・塾内での食事は極力させない方向で調整中。
　小６中学受験生が卒塾となったことで、対象者は①中３②小５中学受験③日曜日の昼食
　となるが、①は夕食後塾へ来ていただく②居残りは19：40もしくは20：25とし、家で夕食をとって頂く
　③日曜日も各御家庭にご協力いただき、極力ご自宅での昼食をお願いし、どうしようもない場合、
　下記の食事スペースに分散着席させ私語禁止の上食事をしていただくようにして参ります。


